
一叫

二
日
本
は
号
一
口
霊
(
こ
と
た
ま
)

二
の
栄
え
る
国
だ
と
昔
の
人
は
歌

二
っ
た
が
、
こ
と
が
は
が
豊
富
な
こ

一
一
と
驚
く
ば
か
り
。
そ
れ
も
そ
の

一
一
は
ず
漢
語
(
支
那
語
〉
党
(
ぼ

一
一
ん
語
)
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
オ
一
フ

二
シ
ダ
語
、
英
語
、
は
て
は
ド
イ

十
一
吋
ノ
語
ブ
ラ
シ
ス
語
か
ら
ロ

νヤ

二
語
ま
で
、
何
で
も
新
し
い
こ
と

ご
ば
、
め
ず
ら
し
い
こ
と
ば
が
あ

二
る
と
す
ぐ
さ
ま
と
り
入
れ
て
た

二
ち
ま
ち
日
本
語
に
仕
立
て
て
し

一
一
ま
ラ
不
思
議
な
能
力
を
持
っ
て

一
一
い
る
。

私

た

ち

の

町

に

肺

結

核

患

者

の

方

が

異

状

に

多

い

こ

と

を

ど

存

知

で

し

ょ

う

か

。

↑

二

半

パ

ッ

チ

が

サ

ル

マ

タ

に

な

れ

問

時

計

れ

れ

コ

町

四

国

れ

1
駐

日

諸

問

日

始

以

押

印

時

間

ヨ

信

長

十

接

一

川

町

%

の

方

忘

れ

一

一

れ

い

万

九

U
M
訂山内

な
関
係
を
も
っ
結
核
集
団
検
診
の
受
診
率
が
平
均
六
O
M
し

か

な

く

、

郡

内

各

町

に

比

べ

最

下

位

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

り

一

一

一

あ

ま

り

長

い

時

間

で

な

い

よ

う

今

後

、

受

診

率

を

あ

げ

て

い

く

と

と

が

患

者

発

生

を

く

い

止

め

る

こ

と

と

し

て

指

摘

さ

れ

ま

す

。

一

な

い

で

一

一

に

思

わ

れ

る

が

、

ど

れ

が

正

し

」

一

一

一

こ

と

が

必

要

で

す

。

一

き

ま

ず

病

気

を

治

す

こ

と

を

考

一

い

の

か

、

そ

れ

ぞ

れ

品

物

が

違

」
廿
二
耳

¥
¥
b
一

を

み

て

い

た

だ

け

れ

ば

お

わ

か

一

一

一

と

こ

ろ

で

長

浜

町

に

結

核

患

一

ぇ

、

正

し

い

治

療

法

を

か

な

ら

一

う

の

か

、

い

つ

こ

う

は

っ

き

り

一
、
二
匹
ノ
人
も
一
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
一
別
表
お
よ
び
グ
ラ
フ
で
示
す
一
さ
ら
に
、
感
染
の
こ
と

M
7
2裂
に
示
す
と
お
り
、
一
者
が
多
い
と
は
い
え
、
年
々
そ
子
守
っ
て
、
一
日
も
早
く
社
会
仁
な
い
o

女
性
上
位
と
い

2
一言

一

ナ

日

付

崎

市

同

日

立

問

諮

問

時

計

九

一

時

出

品

刊

誌

賄

罪

明

耕

一

訪

日

明

M
抗

日

村

長

一

諮

問

釘

付

け

じ

一

口

時

間

丘

町

日

一

dmt刊

誌

仲

間

れ

一
頃
率
一
は
ど
の
よ
う
に
低
い
か
、
三
一
、
予
防
接
種
(
ツ
ベ
ル
タ
リ
一
と
も
に
五

O
Mを
下
ま
わ
る
大
一
あ
る
い
は
発
病
し
ま
す
。
一
性
の
方
が
も
っ
と
も
多
く
な
っ
一
は
、
健
康
診
断
の
意
義
を
よ
く
一
い
る
方
は
、
復
帰
後
の
健
康
管
一
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
、
だ
が
い

一
村
ら
に
患
者
数
と
受
診
率
の
関
係
↑
ジ
・

B
C
G
)
の
実
施
一
洲
市
な
ど
に
は
、
や
は
り
患
者
一
こ
の
こ
と
か
ら
さ
ら
に
、
第
一
て
い
る
こ
と
に
も
、
何
か
確
か
一
お
含
み

J

い
た
だ
き
、
次
回
か
ら
一
理
が
た
い
せ
つ
で
す
か
ら
十
分
つ
の
ま
に
や
ら
女
の
権
利
の
ほ

五
に
つ
い
て
は
、
別
表
と
グ
ラ
フ
一
一
一
、
結
佐
官
断

(
J
Y
ト

一

域

協

己

主

計

一

己

都

宮

市

首

の

示

品

目

立

は

節

目

お

お

な

説

話

一

一

H
H日
一

十

|

一

一

斗

弘

前

M
時

計

一

f
f一
1

4

4

3

7
げ

り

η
句
作
兜
一
川
一
ら
、
受
診
率
と
患
者
数
と
は
決
一
今
一
甘
い
M
切

れ

れ

一

話

馬

特

河

大

洲

一

ま

す

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

一

一

訂

正

一

一

日

開

設

心

日

幻

想

一

晶

子

川

打

引

引

引

l
j
一

時

五

日

拾

い

吋

考

え

る

こ

と

一

即

日

立

川

口

抗

日

同

一

六

才

以

上

の

一

正

し

い

治

療

を

一

一

弘

主

軒

町

一

一

2
k
q「

日
間

高

槻

一

町

汁

引

パ

h
u川川

1
一

向

一

早

期

発

見

が

第

一

一

R
U
L白
川

島

方

は

全

員

一

さ

日

日

建

計

日

腕

問

一

一

緒

当

議

ω仁
一

一

制

問

医

日

時

け

訪

れ

L

一

ι
一

A

-

1

-

4

4

5

2

一

方

↑

一

一

一

一

一

あ

る

は

一

、

四

O
O円
の
誤
一
一

ど

令

一

}

一

の

r
一
で
は
、
な
ぜ
受
診
率
が
悪
い
一
は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。
と
も
に
一
い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
期
発
一
の
治
療
を
要
す
る
も
の
な
の
で
一
ア
で
す
か
ら
、
ご
訂
正
く
だ
一
一
高
貴
な
人
に
使
っ
て
い
た

∞

い

牌

一

令

刀

刈

州

割

引

1
判
長
τ患
者
が
多
い
こ
と
に
な
る
の
一
働
い
て
い
る
た
め
、
あ
る
い
は
一
見
が
第
一
の
要
件
で
す
か
ら
、
一
大
変
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
-
一
さ
い
。
一
一
「
震
」
と
い
う
言
葉
が
も
っ
と

1
多
町
一
三
一
~
~
」
門
戸
ト
同
~
ト
ト
い
十
一
才
注
一
か
と
い
ラ
と
、
そ
れ
は
、
予
防
一
勤
め
に
出
て
い
る
た
め
受
診
が
一
こ
の
た
め
に
行
な
わ
れ
て
い
る
一
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
の
こ
と
一
一
一
一
も
憎
む
べ
き
と
き
に
用
い
ら
れ

十

年

一

日

5
;
z
d
M同

ぶ
」
司
要
一
の
第
一
条
件
で
あ
る
早
期
発
見
↑
で
き
に
く
く
な
る
こ
と
は
も
ち
↑
結
核
集
団
検
診
は
必
ず
受
け
る
一
ゃ
、
そ
の
他
の
こ
と
は
さ
て
お
一

I
l
l
i
-
-回
一
大
将
だ
の
先
生
だ
の
い
ろ
こ
と

患

T'i--1E-jzas--sー
を
そ

5
・事

S
S
3手
?
主

-E・34三宮・
3呈

亨
，

p-EEi司

=
5
・

3-EE--tJTEE-saE--JE--sig--5-・
153iz--・
1Eri--Ei--一
ば
の
意
味
も
近
ご
ろ
は
大
変
怪

『

↑

し

く

な

っ

て

い

る

。

中

共

の

周

食
べ
も
の
や
飲
み
も
の
が
腐
一
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
一
恩
来
首
相
は
、
日
本
一
は
軍
国
主

総
巡
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
一
赤
痢
は
、
赤
痢
菌
に
よ
っ
て
↑
義
が
復
活
し
て
い
る
と
日
中
覚

裁
選
外
山
山
の
多
い
季
節
に
な
り
ま
一
大
腸
が
お
か
さ
れ
、
下
痢
が
ひ
一
書
き
貿
易
の
使
節
団
に
毒
づ
い

法
泌
ー
ん
し
京
一
ど
く
血
便
が
出
、
ほ
っ
て
お
く
一
て
い
る
が
、
ど
こ
か
ら
そ
の
よ

選

1
1
3
0

一
と
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
も
の
で
{
言
葉
が
出
る
の
か
ま
と
と

コ:λ
赤

痢

は

、

口

か

ら

感

染

し

ま

一

す

。

一

丸

一

主

。

と

い

う

と

え

っ

一

昨

年

は

、

さ

い

わ

い

に

二

人

一

日

一

白

押

許

認

品

開

墾
ま
り
「
食
べ
も
の
や
飲
み
も
の
一
の
患
者
が
出
た
だ
け
で
し
た
が
一
に
起
こ
る
。
日
本
語
も
今
の
よ

比
一
一
」
「
民
同
誌
諸
説
軒
下
と
ど
し
の
九
月
に
は
集
中
豪
一
う
に
わ
か
ら
ん
こ
と
ば
が
あ
ふ

J
U九
誠
一
生
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。
一
雨
の
影
響
で
も
あ
り
ま
す
が
、
一
れ
過
ぎ
乱
れ
飛
ぶ
よ
う
に
な
る

ン
山
…
し
た
が
っ
て
、
こ
の
予
防
と
沖
浦
保
育
所
児
童
を
忠
義
一
と
、
人
と
人
の
心
を
通
じ

E

R
Z

一
団
赤
痢
が
発
生
し
、
五

O
人
の
一
の
疎
通
を
は
か
る
べ
き
本
来
の

夜

間

ぶ

泣

い

わ

試

問

立

患

者

が

で

ま

し

た

。

一

働

き

が

失

わ

れ

、

マ

ヒ

を

起

と

出
込
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
一
集
団
施
設
で
は
も
ち
ろ
ん
の
一
し
て
人
間
疎
外
の
荒
涼
た
る
社

凶
手
を
い
つ
も
清
潔
に
し
て
お
く
一
と
と
、
一
般
の
ご
家
庭
で
も
家
一
会
を
現
出
す
る
こ
と
に
な
り
は

デ
」
と
が
も
っ
と
も
た
い
せ
つ
で
一
族
ぐ
る
み
勺
十
分
注
意
し
合
い
一
し
な
い
か
。
こ
と
ば
を
た
い
せ

…
一
す
。
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
に
い
一
ま
し
ょ
ラ
c

一
つ
に
し
、
こ
と
ば
を
て
い
ね
い

っ

た

後

、

外

出

か

ら

帰

っ

て

き

に

使

う

習

慣

が

大

い

に

必

要

な

た

と

を

な

ど

は

、

必

ず

手

を

き

時

代

で

は

な

か

ろ

う

か

。
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学
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学
育
発
カ
浜
式
長
業
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会
自
ら
工
日
員
芥
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長
会
業
文
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と
役
長
改
施
浜
建

一
月
交
議
委
民
業
小
青
中
教
関
長
場
区
農
園
合
引
員
海
察
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委
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白
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会
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4
日

日

日

日

日

日

日

目

呂

田

日

日

日

団

二

7

3

r

D

n

u

n

u

n

U

8

斗

マ

J

O

D

，
l
、

一

一

3

6

8

?

H

H

1

1

2

2

2

2

2

2

5

一一

グ
シ
検
診
)
の
実
施
一
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

7〈
J

ん
で
す
が
、
も
っ
と
も
問
題

二
六
身
体
の
健
康
管
理
(
過
一
す
。
め
ん
ど
う
く
さ
い
、
忙
し
一
な
の
は
、
収
入
欲
し
さ
の
た
め
一

労
を
さ
け
る
・
栄
養
を
と
る
-
ぃ
、
あ
る
い
は
、
も
し
結
核
だ
一
わ
が
身
を
か
え
り
み
ず
肉
体
的
一

こ
と
な
ど
)
。
一
っ
た
ら
恥
ず
か
し
い
、
な
ど
の
↑
あ
る
い
は
精
神
的
に
も
酷
使
過
一

こ
の
こ
と
か
ら
み
て
長
浜
一
理
由
で
つ
い
つ
い
健
康
診
断
を
一
労
に
陥
い
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ

町
に
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
患
一
さ
ぼ
っ
た
こ
と
が
、
い
つ
の
間
一
う
か
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
忙
し
一

者
の
方
が
多
い
の
か
を
考
え
一
に
か
病
気
の
根
を
深
め
、
患
者
一
さ
と
疲
れ
の
た
め
食
事
が
お
ろ

る
と
、
ま
ず
こ
の
結
核
健
康
一
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
病
状
が

ι一
一
一
白
川
い
日
比
計
一
一

診
断
の
受
診
率
が
一
番
の
間
一
展
し
て
い
る
と
い
う
ケ
l
ス
カ

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
多
い
の
で
す
。
し
か
も
肺
結
核
一
川
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

一

'

い

ま

す

。

そ

れ

は

、

結

核

菌

は
伝
染
病
の
た
め
、
発
病
の
原
一

一
一
は
、
こ
の
よ
ラ
な
身
体
を
ね
ら

悶
で
あ
る
結
核
菌
を
ふ
り
ま
く
一

一

、

い

え

る

か

ら

で

こ

と

に

な

り

ま

す

。

-
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4月末人口世帯数

人口 14，460人

C4月中の異動=転入

ヲ5 転出 136出生 23
死亡 16職権消除 3J
ニ -37 

世帯数 3，827世帯

(4月中の異動ニ-2 J 

え
マ
ん
一
診
率
悪
く
ー
患
者
最
高

，J. は:カヨZ

昭和43年度肺結核患者率と結核集団検診受診率

地区別

な幸艮

60% 

80% 

20% 

40% 

率

三""ロョュ，

患
者
率

d 
J 止.

-惨

昭和45年5月20日

昭和43年度肺結核患者数と結核集団検診受診者数

人口|悦，邸入116，171人17，1昭人|ι72吋8，780人

患者 248人 161人 52人 526人

地区別 長浜 内子 五十崎 肱川 大洲

対象者 6，133人 7，540人|ω8人 2 ， 8印人115~09人

受診者 |ι00臥|ム486人12，523人12，115人18，752人
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過
労
は
禁
物

ガご意見板

11 

「傘の中は目かくししてるも同然j

ン

雨の日ご注意

てず
111111111111 

多
い
必

I
O才

40 41 42 43 

孟 韮 孟 孟
もっとも受訟ヰiのよい担茂地l互で40年度には日7.4?百円

好記録を示している。どの地!まともこの線がド降をた

どらぬようにしてください。

手はいつもきれいに

りno.~
.:..V/O 
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取
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叱
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。
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。
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鉄
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廿
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問
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あ
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澄
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き
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て

い

ま

す

。

一

(

乳

幼

児

の

場

合

)

一

昨

伽

豊

支

・

菊

地

三

佐

子

一

人

の

鳥

に

な

っ

た

ら

等

々

ま

す

o

支
給
は
、
本
人
の
申
込
み
に
一
①
乳
幼
児
の

E
常
な
発
育
一
よ

J

J

一
-
-
一
階
い
ニ
ュ
ー
ス

よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
一
経
過
な
ど
に
影
響
す
る
病
気
一
白
滝
・
μ

泊

井

千

秋

子

一

ま

ミ

多

」

円

美

し

い

島

づ

該
当
者
は
、
つ
ぎ
の
よ
ラ
な
方
一
が
あ
る
も
の
Q

-

戒
川
川
山
本
フ
サ
子
一

i
J、
し
山
援
受

国
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
一
②
出
生
時
の
体
言
一
六
か
二
、
一
柴
・
小
一
内
カ
メ
子
一
島
に

J
I

く

り

に

励

む

一

一

一

ま

る

話

題

が

あ

〕
一
ご
自
分
が
該
当
さ
れ
て
い
る
場
一
五

0
0
2下
の
低
休
重
児
一

1

1

1

1

1

1

1

一

泊
一
合
は
遠
慮
な
く
、
町
内
の

2
一
ま
た
は
未
熟
児
で
あ
る
も
一
ど
こ
で
も

O
K

一
り
ま
す

Q

劃
配
利
引
相
引

J
J
一
子
保
健
推
進
委
員
さ
ん
(
文
末
一
の

Q

一

こ

の

春

か

ら

I
l
l
-

炉
一
一
別
記
)
か
、
ま
た
は
、
長
官
一
③
健
康
診
査
や
保
健
指
導
一
出
生
死
亡
届
一
ま
す
ま
す
減
少
し
て
現
在
全
員

日

一

民

課

に

届

け

出

て

く

だ

さ

し

一

な

ど

の

結

果

、

発

育

状

態

が

一

一

で

十

八

人

と

な

っ

た

青

島

小

学

科
一
て
生
活
保
護
を
受
け
て
い
一
不
良
と
認
め
ら
れ
た
も
の
、
一
い
ま
ま
で
は
、
出
生
届
は
出
一
校
の
生
徒
た
ち
は
、
い
ま
、
毎

朝
一
る
世
帯
一
ま
た
は
、
医
師
に
よ
り
栄
養
一
生
地
、
死
亡
届
は
死
亡
地
の
役
一
週
日
曜
日
を
清
掃
の
日
と
決
め

H
一
一
、
町
民
税
が
か
か
ら
な
い
一
指
導
よ
な
ど
の
見
地
か
ら
、
一
場
(
役
所
)
へ
届
け
を
し
な
け
一
各
地
区
の
道
路
や
神
社
、
診
療

一
世
宿
お
よ
び
減
免
世
帯
一
こ
れ
の
支
給
が
必
要
と
認
め
一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
所
な
ど
の
そ
う
じ
を
お
こ
な
っ

一
一
、
町
民
税
が
均
等
割
だ
け
一
ら
れ
た
も
の
。
一
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
戸
籍
法
一
て
お
り
、
地
区
民
か
ら
大
変
感

一
の
惟
帯
で
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
一
④
こ
れ
の
支
給
を
受
け
た
一
の
改
正
で
、
出
生
、
死
亡
地
以
一
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
に
該
当
す
る
方
一
妊
産
婦
の
乳
幼
児
一
外
の
役
場
(
役
所
)
で
も
届
け
一
こ
の
よ
い
子
た
ち
の
活
動
は

一
(
妊
産
婦
の
場
合
)
一
な
お
、
町
内
で
は
、
現
在
十
一
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
一
み
ん
な
が
自
分
た
ち
の
青
島
を

一
①
妊
娠
、
分
ベ
ん
、
授
乳
一
人
の
方
が
こ
の
支
給
を
受
け
ら
一
た
。
一
美
し
く
し
よ
ラ
と
、
申
し
合
わ

iま力支な

牛
乳

幸良

須沢JIを沢井米一」
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有 線放送電話番号簿加除訂正表

変 更

5月当紙面で「廃止」のおしらせしました iP
35田中与左衛門 153番出海土居」は「休止」に
変更

同じく「休止」のおしらせをしました ip48木
下幸夫 207番加屋」と iP51谷口光太郎問答熊
之谷」は「廃止」に変更

名儀変更

P34 i沢井
に変更

7
J
口
u

門
屋

医
院

14 
日

辻

医
院

石
村

医
院

21 
日

16番

28 
日

米
川

医
院

藤吉

出来同l

員
考
議

備
会県

千草食堂

345 

部落名
寺町
34区
海岸通り
沖浦
出来町
紺毘町
下須戒
猪之尾
大屋
浜区
西港
浜区
西谷
西高松
大谷口
豊中
西高松

5月から

番号

990 
453 
769 
672 
730 
788 
16 
141 
595 
380 
338 
351 
238 
337 
183 
641 
57 

俊徳

男
助
男
郎
八
郎
功
満
子
樹
郎
男
信
則
則
義
郎

名
武
弥
熊
二
正
一
メ
定
一
一
正
昭
好
倉
太

入

栄

vv

喜

秋

部

井

士

口

加
氏
上
回
目
問
問
野
内
子
田
西
田
野
川
浦
下
野
本
止
宮
止
沢
元

規
井
上
神
徳
徳
中
井
戒
武
小
坂
袖
東
松
松
大
山

新

休

日

廃

自

己

頁

2
2
5
叩
巾
竹
筒
旬
。
ノ
円
四
円
四
お
お
お
初
日
刊
日
ω

p

p

p

保
険
事
業
計
画
一
一
概

次
の
よ
切
っ
な
症
一
九
有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に

一
疾
患
の
あ
る
方
。

状
の
方
は
接
種
一
醐
誠
一
沼
津
一
」
岬
尚
一
錯

γ
日
一
郡
一
位
畑
一
即
日
一
均
一
峨

で
き
ま
せ
ん
。
一
っ
て
い
る
方
。

一
2
、
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者
。

5
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
、
ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体

質
の
方
。

4
、
妊
産
婦

1

1

1

1

1

一
〔
該
当
者
〕
満
一
才
以
上
の
希
望
者
(
申
込
者
)

日
本
脳
炎
一

初
回
(
初
め
て
接
種
を
受
け
る
希
望
者
)
・
:
二
回
接
種

予

防

接

種

一

一

白し
て
下
さ
レ

迫
加
(
初
回
を
完
了
し
て
毎
年
受
け
て
い
る
方
)
:
・
一
回

接
種
で
よ
い

〔
料
金
〕
初
回
の
方

追
加
の
方

ち
月付

三

O
O円

一
五

O
円

こ

ろ

時

問

と

西高松
山際

57番
617番

兼夫

通博

現
在
妊
娠
し
て
居
ら
れ
る
方
全
員
で
す
。

(
妊
婦
手
帳
を
受
け
て
居
ら
れ
な
い
方
も
検
診
を
受
け
て
ド
さ
い
。
)

い

つ

一

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

該

当

配判
L
U
E
1
2

一
長
浜
町
体
育
館

一札民
2
1
j一

。
買
い
上
げ
料
金
一
頭
(
大
、
小
と
も
)
二
百
円

。
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

。
ク
サ
ソ
、
ま
た
は
針
金
で
放
れ
な
い
よ
ラ
に
、

て
来
る
こ
と
。

し
っ
か
り
し
ば
っ
て
つ
れ

受

付

1I寺

間

三戸
L 

ろ

と

(
第
四
火
曜
日
)

長|出櫛喜|崇大白
浜| 多|茂和滝
田JI海生灘 1/11連
役 |ρρ連|絡
場 | 絡 i 所
|所|

六
月
二
十
三
日

午
前
泊
時
ま
で

午
前
H
U

時
ま
で

正
午
ま
で


